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東京ドームをちょっとだけ驚かせた「スポーツ県民歌」

ニコニコ情報

　仙台育英の加藤理事長が本日のお客様ですので、野球に
ちなんだ話をさせていただきますが、高校野球はなく実業
団野球、４年前まで勤務していたきらやか銀行硬式野球部
の話です。
　高校野球の聖地が甲子園ならば、社会人野球の最高峰は
都市対抗野球大会で、毎年７月に東京ドームで開かれます。
出場は32チーム、名だたる大企業の強豪チームばかりで、
しかも東北から出られるのは２チームですから、なかなか予
選を突破できませんでした。それが2016年、ついに初出場
を果たしました。試合の方は初戦で名門パナソニックと対戦
し戦前の予想をくつがえし劇的勝利をつかんだことはご存知
の方も多いと思いますが、実はもう一つの戦いがありました。
応援合戦です。
　都市対抗野球では、５回終了時に「応援コンクール」が
行われ、審査員が賞を決めるのですが、最後に応援歌を全
員で合唱して締めくくります。対戦相手のパナソニックもそ
うですが、どのチームも社歌とかオリジナルの応援歌があり
ますが、きらやか銀行は合併行ですし、そんなものはありま
せん。そこで「とにかくみんなで唄えそうな歌
はないか」ということになり苦肉の策として選
んだのが「スポーツ県民歌 月山の雪」でした。
　山形市の代表ですので「山形市民の歌」も
候補に上ったのですが、残念ながら歌える人
は限られます。ところがスポーツ県民歌なら
良くも悪くもすべての県民が歌えます。これを
応援コンクールで歌ったところ大変な盛り上が
りで、しかもきらやかの応援団には東京在住

の県人会の方がたくさん加わっていたのでスタンド一丸の大
合唱となって東京ドームに響き渡りました。それが審査員の
心に響いたのでしょう。２回目出場の大会でなんと「トップ
賞」を獲得したのです。
　後でわかったのですが、そもそもすべての都道府県に「県
民歌」がある訳ではなく、しかも「スポーツ県民歌」とい
うのは山形県だけだそうで、まさに「オンリー山形」ソング
だったのです。ただ、タイトルに「ちょっとだけ」とつけたの
は、残念なことにその後きらやか銀行の野球部が無くなって
しまったので、東京ドームでこの曲を歌える機会が永遠に失
われてしまったからです。さびしい限りです。モンテディオ山
形では「勝利の歌」として歌われている様ですし、是非とも
大きな声で歌える機会があることを願っています。
　たとえばですが、RI2800地区は山形県単独の地区です
から、地区大会でロータリーについて議論するのもいいです
が、この一曲をみんなで歌っただけで好意と友情が深まるん
じゃないか、という勝手な提案を今日のメッセージとさせて
いただきます。

■ 点鐘／12：30　  ■ 例会場／山形グランドホテル：サンリヴァ　  ■ 出席報告／53名（会員数 89名）
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仙台ロータリークラブから加藤雄彦さんをゲスト卓話講師としてお迎えしました。

● 加藤　雄彦 さん（RID2520ガバナーノミニー）
卓話の機会を頂き誠にありがとうございます。山形RCの会員の皆さ
まのご健康と事業のご発展をご祈念いたします。

講師紹介
（プログラム委員会 渡会さん）

クラブバナー交換 加藤さんの卓話

● 矢野　秀弥 さん
日頃から三田会、お茶の会で大変ご厚誼をいただいている加藤さんの
ご来訪に感謝して。



ゲスト卓話

編集後記

学
（仙台ロータリークラブ）

校法人仙台育英学園 理事長 加藤　雄
た け

彦
ひ こ

さん

学校法人仙台育英学園の加藤理事長のゲ
ストスピーチにとても感銘を受けました。

建学精神である至誠・質実剛健・自治進取は、ロータリー活
動にも通ずるものがありますね。生活信条七箇条は毎日意識
し定着させる。こういった確りとした軸があるからこその強
さであり、在校生・卒業生の長年に渡る強い繋がりが持続で
きるんだなと感じました。� （担当／小林一俊）

『日本一への挑戦』

　仙台に縁もゆかりもなかった創立者加藤利吉先生は妻さよと力を
合わせて、無一文ながら英育会を興します。そこから運命の糸が時
の流れと共鳴するように本学園を創立118周年の現代まで結びつけ
てくれたのは、どの時代にあっても受容される普遍的な教育理念「至
誠力行」があったからだと思います。
　とは言え、独立した私立学校として自治進取の気概で学園運営を
行えたのも、宮城県そして東北地方の人々が本学園の教育理念に期
待と信頼を持って、お支えして下さったからだと考えています。
　本学園は宮城県内に宮城野校舎、多賀城校舎、東和蛍雪校舎を擁
し、加えて青森県八戸市にある湊高台校舎および沖縄県沖縄市胡屋
にある栄光校舎を通じて、全日制課程・広域通信制課程・中学校で
学ぶ生徒たちの学び舎を運営する総合学園に発展してきました。さ
らに、昨年春には仙台育英学園沖縄高等学校が宮城県外初として、
仙台育英学園高等学校の兄弟校として沖縄県知事から設置認可され
ました。
　第104回全国高等学校野球選手権大会の決勝戦後、学園旗である

「アイライオン」が阪神甲子園球場のセンターポールに仙台育英学
園高等学校の校歌とともに掲揚されるなか、作詞した我が曾祖父の
心情に思いを馳せる機会ができました。取り分け、曾祖父利吉の口
癖であった「負けちゃくない」（会津弁）を幼いころ聞いていた曾
孫としては、奇しくも154年前に会津地方を襲った悲劇から「逆転

の仙台」を旗印としてきたライオ
ン先生こと加藤利吉先生の強運と
英断があって、体育会硬式野球部
が全国制覇の栄光を勝ち得たのも
何かのめぐり合わせだと思います。

国際ロータリー第2520地区（岩手・宮城）ガバナーノミニー
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